
光熱水費未請求等事案（レストラン公募関係） 打合せ 

１ 日 時：令和２年１１月５日（木）１６：００～１７：３０ 

２ 場 所：井田病院２階三役会議室 

３ 出席者：井田病院 長澤庶務課長、渡邊庶務係長、鈴木職員 

      経営企画室 郷野経営企画担当課長、横山職員 

４ 内 容： 

（１） 他都市照会 

・以前に実施した他都市照会の取りまとめがあるため、後日情報共有する。 

・現在、調査票を井田病院で作成している。作成後、経営企画担当で内容を確認

し、２０大都市、県内自治体病院へ照会を送付する。 

（２）公募のスケジュール 

・平成 29 年度の公募スケジュールは次のとおり。 

 6/18 募集開始 8/10 事業者選定 11/1 営業開始 

・令和 3年 4月 1日から営業開始するためには、11 月末から 12 月上旬には募集を

開始し、遅くとも 1月中旬までには事業者を選定しなければならない。 

・公募スケジュールの作成、仕様書作成、事業者ヒアリング等の作業は急ぎ進め

ていく必要がある。 

（３）その他の手法の検討 

・現在、井田病院で複数の事業者にヒアリングを行っているが、今回の件もあっ

てか反応は決して良くない。現在のスキームでは参入が難しいとの意見であ

る。 

・事業者探しについては、経営企画担当、井田病院の双方で協力して進めていく

が、イートインスペース拡充、コンビニの商品拡充、仕出し弁当の販売、自販

機設置など、レストラン不在の場合も想定していく必要がある。 

・「委託」への変更については、厳しい経営状況の中でお金をかけてまでレストラ

ンを確保するか、委託料を令和 3年度予算計上しなければならないといった課

題がある。 

・市長記者会見で発言のあった「サウンディング」の手法については、経営企画

担当で調査する。 



光熱水費未請求等事案関係 打合せ 

１ 日 時：令和２年１１月２７日（金）９：００～１１：００ 

２ 場 所：井田病院２階三役会議室、川崎御幸ビル７階大会議室 

３ 出席者：井田病院 北村事務局長、長澤庶務課長、渡邊庶務係長 

      病院局  田邊局長、高田総務部長、岡室長、 

関庶務課長、郷野経営企画担当課長、市川経理担当課長、 

川村課長補佐、阿部職員 

４ 内 容： 

（１） レストラン事業者への今後の対応 

 ・今後、退店に向けて必要な期間、最終営業日等の詳細な打合せを行う。 

 ・過去分について 3月分まで支払う意思は確認している。 

・検証委員会の検証結果を受けて直ちに一括請求を行う。 

 ・司法による解決も検討していく必要がある。仮に債務不存在の訴えを提起され

た場合でも、議会の議決を要する。 

（２） 新たなレストラン事業者の公募について 

・複数事業者にヒアリングを行った。販売食数が少ないためレストラン単体での

参入は難しい、使用料と光熱水費を負担することは困難との意見あり。 

・速やかに公募できるよう準備を進めていく。 

・行政財産使用許可と行政財産貸付のどちらの手法で公募するかについては、メ

リット、デメリットを再度比較して決定する。 

・誰も応募しないことも想定し、昼食確保の代替案についても並行して検討する。 

（３） 喫茶店事業者への今後の対応 

・事業者の時効 5年との主張は変わらない。 

・納期限までに納付が確認できない場合には、遅滞なく督促状を送付し、協議を

継続していく。 

（４） 再発防止策 

・事業管理者名で文書が発出された。 

・特に日々のチェック体制を再確認する。 



光熱水費未請求等事案（レストラン公募関係） 打合せ 

１ 日 時：令和２年１２月１７日（木）１０：００～１２：００ 

２ 場 所：井田病院２階三役会議室 

３ 出席者：井田病院 渡邊庶務係長、鈴木職員 

      経営企画室 郷野経営企画担当課長、村田経営企画担当係長 

４ 内 容： 

（１）使用許可と貸付について 

・使用許可と貸付の違いは、取消できるかどうか。使用料等の考え方は使用許可

と貸付では大差ない。使用許可の場合は、申請がでてこなければ、事業者に運

営してもらえないという可能性もある。レストランの在り方として、貸付で一

定期間定めて契約するほうが相応しいと考えられる。 

（２）プロポーザルと一般競争入札について 

・プロポーザルで公募をする場合は指名選定委員会の審査が必要。ただし、プロ

ポーザルを行っているのは、川崎市で病院局のみ。業者にとっても、プロポー

ザルはハードルが高いため、余計応募しづらい。 

・一般競争入札になると価格だけでの競争となるが、プロポーザルより時間をか

けずに行うことが出来る。 

 まずは、プロポーザルを行うか、一般競争にするかを病院で判断してほしい。 

（３）使用料について 

・コロナによる客数減少や１年半という短い期間での運営について、算定要領の

特例措置（第７条）を適用することはできるのではないかと考えている。 

（４）設備について 

・設備について、仕様書上は事業者の負担による修理となっているが、１０年程

度経過していることもあり、事業者のみの負担にせず、協議できるほうがよい

のではないか。 

（５）事業者のヒアリングについて 

・現売店事業者は、レストラン事業はやっていないとの回答。現喫茶店事業者

は、社内のレストランの担当者に確認中。 



光熱水費未請求等事案関係 打合せ 

１ 日 時：令和３年１月１９日（火）１５：３０～１７：３０ 

２ 場 所：井田病院２階三役会議室 

３ 出席者：井田病院 北村事務局長、長澤庶務課長、渡邊庶務係長、鈴木職員 

      病院局  田邊局長、高田総務部長、岡室長、 

村田経営企画担当係長、市川庶務課庶務人事係主任 

４ 内 容： 

（１） レストラン事業者とのその後の協議 

 ・12 月 11 日にグループマネージャーが来院し打合せを行った。疑義が生じている

給湯分使用水量について、使用水量把握のため還りメーターのバルブを閉め、

往きメーターのみで使用水量を量ること、そのためお湯の出始めが遅くなる可

能性があることを説明し、了承を得た。使用水量の把握ができた後、その数値

で算定し直し、未請求金額の精算について説明に伺う旨伝えた。 

 ・12 月 25 日、12 月 28 日に電話により、給湯分使用水量再調査結果の報告時期、

11 月分光熱水費の請求、退店（最終営業日）について打合せを行った。 

 ・現在、給湯分使用水量再調査結果の報告について、アポイント申込中である。 

⇒年末年始の休みを挟んで 1か月の調査期間となるため、少なくとも 1月末まで

調査を行い、2月に入ってから事業者への報告を行うこととなった。 

（２） レストラン給湯分使用水量の再調査結果について 

・12 月 16 日 16 時給湯の還バルブを閉め、以降 1月 15 日まで毎日 16 時にメータ

ー値を実測したところ、平日の 1日平均使用水量は 1.02  であった。土日祝日

は、給水分使用水量の平日と土日祝日の比率により推計することとした。 

・1日平均使用水量×営業日数として推計し、事業者と協議を行うこととしたい。 

⇒少なくとも 1月末までメーター値の実測を継続した後、事業者と協議を行う。 

（３） レストラン事業者公募 

・国の方針や参加業者の負担等を考慮し、行政財産使用許可（公募プロポーザル

方式）から 行政財産貸付（一般競争入札）による業者選定に手法を変更する。 

・貸付料を入札対象とする。現行規定では光熱水費を免除できないので事業者負

担とする。以前より負担が減少するので、応札の可能性はあると考える。 

⇒給湯分使用水量の再調査を 1月末まで行うため、公告時期は 2月初旬とし、入

札及び開札日は、2月下旬とする。 

（４） 喫茶店事業者光熱水費 

・12 月 2 日事業者に対し督促状を送付後、12 月 9 日付けで配達証明を受理した。

5年を経過している 21,926 円について時効を援用し、5年を経過していない

18,494 円については支払うとのこと。12 月 15 日病院口座に振込を確認。 

・今後、残額について催告状を送付する予定。 

以上  




























































